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緒言：量子ドットの作製は、気相法と液相法の２つに大別される。私たちは、安価で簡便な液相法に

より各種の高発光効率の量子ドット（たとえばInP/ZnS1））を作製し、さらにガラスマトリックス中に

保持することで新しいタイプの蛍光体を作製してきた。2) これらのうち発光効率を最も高くできるの

は、疎水性溶液中で作製するCdSe系の量子ドットである。そこで、その作製方法を工夫して結晶成長

の過程を制御することで、広い発光波長範囲で狭いスペクトル幅のものを得た。3) さらに、それらを

複数個、ガラスカプセルに封入して、カドミウムの染み出しのほとんどない丈夫な高輝度発光体を作

製した。4) 量子ドット表面状態の理解が、高輝度発光を実現するために重要であった。 

実験：CdSeコアの作製は、トリオクチルアミンを溶媒とし、オクタデシルフォスフォン酸を配位子に

用いた。酸化カドミウム（CdO）を325℃で溶解し、セレン化したトリオクチルフォスフィン（TOP-Se）

を、一定速度で加えて一定時間、保持することで、粒成長させた。さらにシェル（CdxZn1-xS）を付加

した。その後、トルエン中で量子ドット表面をアルコキシドで覆い、水相に転換することで集合体を

形成し、さらに表面をガラス

層で覆うことで、ガラスカプ

セルを作製した。 

結果： CdSeコアの作製にお

いて、セレン(TOP-Se)の添加

速度を制御することで、コア

の大きさを調整できること

がわかった。さらに、シェル

を傾斜組成(CdxZn1-xS）にす

ることで格子定数の歪を緩

和した。これにより、波長544-652 nmの範囲で最大89％の発光効率を得た。一例をFigに示す。ガラス

カプセル作製時には、水相転換時のアルコキシドの濃度が、高い発光効率を得るために重要であった。 
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Fig. One example of spectral (abs. and PL) evolution of CdSe cores and 
CdSe/CdxZn1‐xS core‐shell QDs with different shell thickness. 3)
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